
ここがポイント！【研究内容】

キーワード

中性子を用いて
医療とエネルギーを創成する
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中性子は放射線の一種で、一般的には多少厄介な存在と認識され
ています。その中性子を用いた「医療とエネルギーの創成研究」
を行っています。2000 年代に入り世界的に中性子科学研究が立
ち上がりました。日本では J-PARC 施設が稼働、中性子を用いた
様々な研究が行われています。私たちは、私たちが所有する中性
子発生装置「オクタビアン」を用い、医療応用 ( ホウ素中性子捕
捉療法 (BNCT)）、カーボンニュートラルを目指したエネルギー源
開発 ( 核融合炉 )、そして、日本が抱える最大の問題である福島
第一原子力発電所事故の究明を目指しています。

放射線、がん治療、核融合炉、カーボンニュートラル、
福島第一原子力発電所

応用分野 ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）、核融合炉、福島第一原子力発電所(１F)事故究明
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